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Ｑ１．卒業まで同じ免除が受けられますか？  

半期ごとに適格者の審査が入るため、支援の内容が変わる可能性があります。特に、生計維持

者の収入増等により、マイナンバーによる住民税情報が変更されるため、春学期から秋学期にか

けて、支援区分が変わる可能性があります。また、秋学期から春学期にかけては、学力の審査が

あるので、学業成績が基準を下回ると、春学期から支援が打ち切りとなる場合があります。 

Ｑ２．給付奨学生に採用となった場合、入学料と授業料はどのくらい免除されますか？ 

  採用区分に応じて、第Ⅰ区分または多子世帯として認定された場合は全額、第Ⅱ区分は 2/3、

第Ⅲ区分は 1/3 の割合で、入学料・授業料が免除されます。免除額は、それぞれ次の通りです。 

区   分 入 学 料 授業料（半期） 授業料（年額） 

第Ⅰ区分または多子世帯 

（全額免除） 

２８２,０００円 ２６７,９００円 ５３５,８００円 

第Ⅱ区分（２／３免除） １８８,０００円 １７８,６００円 ３５７,２００円 

第Ⅲ区分（１／３免除） ９４,０００円 ８９,３００円 １７８,６００円 

Ｑ３．高校 3 年生ですが、高校での申し込みが終了していました。給付奨学生にはなれないのでし 

ょうか？ 

  本学入学後に本学で給付奨学生に申請することもできます。その場合、入学手続きの際に、入

学料・授業料免除の申請をする必要があります。 

Ｑ４．進学直前・進学後に家計状況が急変しました。奨学金の申し込みが終わっていますが、何か

支援を受けることはできますか？ 

進学から２か月以内までに、家計急変による給付奨学生に申請し、採用されることで、入学時

にさかのぼり、支援を受けることができます。また、進学後急変があった場合は、1 か月以内に申

し出ることで、支援を受けることができます。詳しくは、『JASSO 給付奨学金案内（家計急変）』

と検索し、パンフレットをお確かめください。 

Ｑ５．保護者が代理で申請することはできますか？  

  代理申請は可能ですが、奨学生に採用となった場合、様々な手続きの連絡は学生本人宛に送り

ます。保護者の方ではなく、学生本人が主体となって手続きをすることを想定しております。 

Ｑ６．被災した学生も対象となりますか？ 

  被災学生等に対する入学料免除及び授業料免除の実施については毎年未定です。実施する際は、

本学ホームページにてお知らせします。 

 


